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3 まちの話題
　〇令和８年春の叙勲受章おめでとうござ
います。

　○厚生労働大臣特別表彰おめでとうござ
います。

　〇大雨シーズン前に「災害対策」について

6 〔連載特集〕つながる　つなげる（その23）

8 いきいきくまの（休日当番医・保健行事）

10　けんこう通信
  　　梅雨の健康管理について

11　くまの・こども夢プラザ
子育て支援センター通信

12　ハロー！公民館・図書館です

14　ぼくたちの学校！わたしたちの学校！

16　筆の里工房
　○ゆるっとかわいい江戸絵画　禅僧、こ

ころの筆あと

17　暮らしの情報
＜Pick UP！＞
　○健康フェスティバル体力テスト
　○国民年金保険料の前納について
　○県営住宅入居者募集
　○豪雨犠牲者追悼のため献花台について
　○地域おこし協力隊紹介

24　今月の題字・ギャラリー（熊野高等学校）
熊野町食べ物歳時記
　○梅は「町の花と木」　梅が実る季節

今月の表紙

華やかでありながらどこか控えめ
　木漏れ日が心地よい初夏の季節、林の縁や湿り
気のある場所で、清楚な花が静かに咲き誇ります。
その名は「シャガ」。アヤメ科の多年草で、日本で
は古くから身近な野草として親しまれてきました。
　真っ白な花びらに、黄色と紫の斑点模様が鮮や
かに浮かび上がる姿は、まるで芸術作品のような
美しさです。
　新緑のまぶしいこの時期から梅雨にかけて、ひっ
そりと、しかし力強く咲くその姿は、私たちの日
常に静かな癒やしと、前に進むための小さな活力
を与えてくれるようです。
　筆の里工房北側、ゆるぎ観音周辺でも見ること
ができます。
撮 影 日：５月13日（水）
撮影場所：ゆるぎ観音周辺

記号の説明
日時　 開館日　 休館日　 場所　 対象　 参加費・料金　 持ち物　 定員
講師・指導者　 申し込み場所・方法など　 申し込み締切日　 問い合わせ先

筆の駅ミニギャラリー
●シリーズ　画帳墨跡（３／４）
　平成元年から平成31年までに仿古堂を訪れた260人以上の書
家・文化人に、画帳墨跡を残していただいています。
　昨年に続きその中から抜粋した墨跡を全４回のシリーズに分
けて紹介します。
【第３回】平成６年～平成18年に訪問された書家・文化人
６月４日（木）～16（火）

麻生泰久・稲垣菘圃・金子卓義
神郡愛竹・其阿弥赫土・近藤摂南
菅野清峯・大楽華雪・田宮文平
辻元大雲・春名好重・光宗道子
村上俄山（順不同）

熊野町観光案内所「筆の駅」 熊野町出来庭10-6-24　 855－１
い
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入館料無料
開10：00～16：00　※展示最終日は15：00閉館　 日曜日・祝日（催しがある場合は開館）

令和８年　春の叙勲　受章おめでとうございます

岩本晋一郎さん（61歳・呉地）　元１等陸尉
　昭和59年から陸上自衛隊に入隊され、海田市駐屯地に勤務し、その後、全国の駐屯地
に赴き、新隊員教育、下士官教育など、後進の指導・育成にあたられました。
　また、平成19年には国連（イスラエル）第23次ゴラン高原派遣輸送隊の先任上級曹長
として勤務されました。

受章者の言葉
　今回の受章に際し、自衛隊に入隊し支えてくれた上司、同僚、後輩そして、両親をはじめ家族の存在が
一番大きいものと思います。常に感謝の気持ちを忘れず、今後も頑張って行きたいと思います。

川尻晴夫さん（72歳・出来庭）　元准海尉
　昭和47年から海上自衛隊に入隊され、主に電測員として、レーダー関係の業務に携わ
り、潜水艦救難艦などさまざまな艦で、国内外へ航海されました。艦の指揮所では電測
長として勤務されました。
　また、江田島にある第１術科学校の教官として後進の指導にもあたられました。

受章者の言葉
　この度は栄えある叙勲を賜りましたこと大変うれしく思います。これもひとえに私に関わってくださっ
た先輩、後輩そして、家族の支えがあってこそだと思い感謝しています。

佐々木博正さん（71歳・呉地）　元准海尉
　昭和48年から海上自衛隊に入隊され、海上自衛隊呉音楽隊音楽員（トロンボーン奏者）
として演奏業務をされ、横須賀音楽隊、呉音楽隊の先任伍長として勤務されました。
　平成天皇即位の礼、遠洋練習航海、阪神淡路大震災および東日本大震災慰問演奏、各
地域での演奏会などで演奏活動をされました。

受章者の言葉
　この度の受章は、身の引き締まる思いです。これも、長年支えてくれた妻や家族、また多くの皆様のお
陰と深く感謝致しております。これからは微力ですが健康の許す限り地域のお役に立てるよう努めてま
いります。

（政策企画課）

厚生労働大臣特別表彰　おめでとうございます

上馬場宏允さん（萩原）　元民生委員・児童委員
　民生委員・児童委員としての15年以上の活動と並行して、自治会や地
区社協の役員、社協評議員なども歴任され、常に社会福祉の精神と熱意を
持って、地域福祉の向上に寄与されました。

受章者の言葉
　この度は身に余る栄誉を賜り心より御礼申し上げます。在任中は関係各位の温かいご指導とご支援に
支えられ、微力ながら地域福祉のための活動を続けることができました。これからも地域のつながりを大
切に見守り活動に尽力していきたいと考えております。

（社会福祉課）
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